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《雪の樹林》

・職業上の高い倫理基準を保つ

・役立つ仕事はすべて価値あるものと認識する

・社会に奉仕する機会として
ロータリアン各自の職業を高潔なものにする

職業奉仕月間

月号



相原ガバナー
新年のあいさつ

2020-21年度 国際ロータリー
第2570地区ガバナー

Mokichi Aihara
相 原 茂 吉

そこで、まずは自分の足元を固め、出来る事を少しず
つでもやる、まさに牛歩の如くです。
　そんな中、本年は嬉しい話題があります。ご承知の
通り、ＮＨＫ 「大河ドラマ」に、いよいよ郷土が生んだ
偉人・渋沢栄一翁が登場します。舞台は江戸時代が終
わり、日本が近代化の幕開けを迎えた時代、即ちそれ
までとは全く違った時代Ｎｅｗ Ｎｏｒｍａｌの時代
の到来でありました。
　翁は３３才で大蔵省を退官すると、実業の世界に身
を投じます。ご承知の通り、第一銀行の頭取に就任し
たのを皮切りに、東京ガス・東京海上火災・王子製紙・
秩父セメント・帝国ホテル・東急・東京証券取引所・
麒麟麦酒・サッポロビール・東洋紡・大日本精糖・明
治精糖・日本鉄道（ＪＲ東日本）・秩父鉄道・京阪鉄道・
共同運輸（現日本郵船）・澁澤倉庫など５００社を超
える会社の設立に関わりました。その後、これらの企
業は日本を代表する企業に大きく育って行きました。
正に「日本資本主義の父」と言われる所以です。
　翁は実業界で活躍する一方、社会活動にも非常に熱
心でした。日本赤十字社・東京慈恵会などの設立に携
わり、聖路加病院の初代理事長も勤めました。関東大
震災では復興のための大震災善後会副会長となり、当
時既に８３歳でしたが、寄付金集めに奔走しました。
教育にも熱心で、実業教育という思想がなかった当時、

新年明けましておめでとうございます。

　今年は丑年です。
　私の職業は酪農用飼料販売や長野県木島平で牧場を
営んでおります。いわば牛に飯を食わせてもらってお
ります。牛は雨の日も風の日も、３６５日一日も休ま
ず牛乳を生産してくれます。本当に頭の下がる思いで
す。
　言うまでもなく、牛は昔から我々の農業を助けてく
れる貴重な動物でした。過酷な農業作業を、文句ひと
つ言わずに黙々と手伝ってくれる様子から、丑年は「我
慢（耐える）」や「発展の前触れ」を表す年になると
言われています。正にコロナに堪えながら、あたらし
いＮｅｗ Ｎｏｒｍａｌ時代を迎えるに、ふさわしい
干支であります。
　今年は引き続き、新型コロナ禍で、先の見通しが立
てにくい年です。ワクチンについても有効性や副作用
など、まだまだ多くの課題が残されています。加えて、
経済も相当な大打撃を受けています。しかし考えてみ
ると、過去には問題の無い年などありませんでした。
どんな年でも常に難題がありました。天災や社会問題
は言うに及ばず、仕事や家庭の事、健康や病気の事な
ど枚挙に暇がありません。本当に、世の中には自分が
心配しても、どうしようもない問題が沢山あります。

一橋大学や大倉商業（現、東京経済大学）の設立に協
力しました。男尊女卑の影響で女子の教育が疎かにさ
れていることも憂い、日本女子大学や東京女学館の設
立にも関わったのであります。
　翁のこういった行動規範の基は「論語」でした。豊
になるためには「正しい方法」をとらなければならな
い。「論語と算盤」で述べているように、「正しい方法」
こそが、豊かさへの道だという考えです。会社の利益
を追求する事と人としての道徳を重んじる事。このふ
たつのバランスがとれてこそ、健全な経営になると考
えたのです。
　渋沢栄一翁の足跡を振り返ると、ロータリーの精神
とまったく同様であると驚かされます。
　冒頭の言葉に「論語と算盤は甚だ遠くして甚だ近い
もの」とあります。このことは有名な決議２３－３７
第１条と合通ずるような気がします。自分の為の職業
と人の為に役に立つ奉仕は、遠くて近いものである事
を改めて認識させられます。
　ロータリーの目的の第２項に「職業上の高い倫理基
準を保ち、役立つ仕事は全て価値あるものと認識し、
社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を
高潔なものとすること」とあります。
　職業とは、利益を優先するのではなく、どうすれば
人の為に役立つか、を考える事。職業を通じて社会に

奉仕する事、即ち職業奉仕の理念は、渋沢栄一翁の考
え方と方向を同じくするものでありましょう。
　ご承知の通り、２０２４年より新千円札は感染医学
の権威 北里柴三郎、新五千円札は女性教育の先駆者 
津田梅子、そして新１万円札が渋沢栄一翁の肖像に代
わります。偶然にも今、時代が求めているのは、正に
コロナ克服であり、女性の力であり、経済の活性化で
あります。ロータリーも全く同様です。
　私は時代が再び「翁」を必要としていると感じます。
混沌とした時代には、カリスマ性を持った素晴らしい
リーダーが必要です。そして自分自身の足元を固める
ことも大切です。
　私達のロータリアン一人一人の力には限界がありま
すが、高潔な志を共有する同志がいます。奉仕の理念
の下、価値観を共有する仲間がいます。
　このような混沌とした時代でも、翁やハーバート・
テーラーが提唱するような「正しい方法」で、一歩一
歩歩む事ができれば、必ずや新しい時代の新しい社会
作りに繋がっていく事でしょう。

　新年に際し、皆様と共に、私達にいっそう充実した
幸せな日々が訪れます事を心より祈念し、挨拶とさせ
ていただきます。
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Greeting ガバナー新年のあいさつ Governor greeting
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ガバナー補佐
特別寄稿

Column ガバナー補佐 特別寄稿 Special Contributions

　２０２０－２１年度第３グループのガバナー補佐を務めさせていただきました新狭山ロータリークラ

ブの西澤長次です。ガバナー補佐という大役を背負い各クラブを訪問するなど思いもしませんでした。 

　第３グループの11のクラブを訪問させていただき、他のクラブの皆様とも知り合う事ができました。

全く知らなかった人達とロータリアンで有るというだけで旧知の友の様に親しくなれる、これこそが

ロータリーの宝だと思っております。

　会員の皆さんはロータリーに多くの時間と費用を費やしています。が、果たして何人の人が、この素

晴らしいロータリーの魅力を十分に享受しているでしょうか。

　誰でも生涯自己研鑽は必要ですがロータリアンはある意味で完成された人たちの集まりなのです。

ロータリークラブは会費の負担が入会の妨げになるような若い人たちを研修し育てる場ではないと考え

ます。むしろ他で研修を積まれ自他共に認められる人格が備わったときにロータリアンからの推薦を受

けて仲間に加わるものではないのでしょうか。

　高潔な志をもつ新たな友人ができたとき、それは大きな喜びと充実感に満たされるに違いありません。

楽しさが生まれます。友情が生まれます。心も癒されます。周囲と自分自身の中で良い変化が生まれる

のを感じます。そしてそれは自分自身を磨き、奉仕の理念と世界平和への道標につながります。ロータ

リアンは、自分自身に変化を生みだす為に行動をすることだと思います。

第3グループ ガバナー補佐

西澤長次新狭山

ガバナー補ガバ
相原ガバナーの公式訪問が開始されました。公式訪問を通じて、ＲＩ第2570地区の全員
の皆様とお会いできることを、相原ガバナーはどんなに楽しみにしていたことでしょう。
今期地区テーマはLet’s make Fellows! 「友達を作ろう！」です。このテーマの第一歩
がガバナー公式訪問なのです。皆様、ぜひ相原ガバナーとの出会いを楽しみましょう！

　12月３日ベルセゾンに於いて、相原茂吉ガバナー、勝瀬
ガバナー補佐、高橋地区副幹事をお迎えし、ガバナー公式訪
問が行われました。例会に先立ち懇談会を行い、入会３年未
満の会員に対し「ロータリーを通ししっかり人脈を作りなさ
い」と激励を頂きました。
　コロナ禍の中での開催ということもあり、感染拡大防止策
を万全に行うと共に、全体の時間配分を短くしたりと様々工
夫の上開催させて頂きました。例会においては、相原ガバナー
よりロータリーの今の状況や、ご自身の入会からのＲＣでの
歩み、ガバナーを決意した背景などを存分に卓話いただきま
した。その中で、「他人を思いやる気持ちがすべてに通じる」
との言葉には大変感銘を受けました。
　協議会では、「５年後のクラブの在り方」について話し合い、
今の現状と今後を明確にし、相原ガバナーより講評を頂くこ
とで心に残る公式訪問となりました。

　2020年10月５日クラブ理事会にて、「2570パスポートロータ
リークラブ」への名称変更、および地域を「全世界」とすることを
提案・決議致しました。10月19日ガバナーの同意をもって、国際ロー
タリー理事会に書類提出。11月４日、国際ロータリー理事会にて
承認の運びとなりました。

　天候に恵まれた11月９日（月）に、コロナウイルス感染
予防対策を充分に行い、相原ガバナー・勝瀬義仁ガバナー
補佐・他２名の方々をお迎えして執り行いました。
　ガバナーからは、世界的にＲＣの会員が減少して会員増
強は必要不可欠な事であるということ、本年度ＲＩ会長の
方針をご自分の考えと共にお話し頂きました。
　「和光ＲＣの戦略計画（小規模クラブの中長期計画）」と
題したクラブ協議会では①コロナ禍を克服して少しずつ変
化に慣れていこう。②合併や統合を視野にいれ多人数で活動
することが望ましい。③「衛星クラブ」を新設して会員増強
を行うといった活発な意見を出し合いました。和やかな中
にも、厳しい現状を協議が出来て有意義な公式訪問でした。

12
3

（木）

11
9

（月）

新座R.C.

会長 鈴木早苗
幹事 髙木　茂

会長 小泉哲也
幹事 神谷億文

和光R.C.

Governor ' s
Of f i c ia l  V i s i t

（旧本庄南R.C.）

クラブ名称変更のお知らせ
2570パスポートロータリークラブ

ガバナー公式訪問 Official Visit to the GovernorReport
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PHP ポール・ハリス・フェロー

BF ベネファクター

MPHP マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山 米山功労者

PHS ポール・ハリス・ソサエティ

米山Ｍ 米山功労者マルチプル

MD メジャードナー

米山ＭＤ 米山功労者メジャードナー

堀口 喜一朗
羽生

宮 田 泰 彦
志木

田 所 　 勤
熊谷

梅 沢 定 彦
所沢

有 岡 俊 高
川越中央

齊 藤 勇 司
鶴ヶ島

相 澤 良 平
朝霞

中嶋 理恵子
羽生

畑 中 教 一
所沢中央

日向 美津江
熊谷

中 川 　 潤
新所沢

内 田 卓 之
川越中央

長 岡 倉 雄
皆野･長瀞

馬 場 正 春
飯能

今 井 　 正
羽生

土 方 芳 夫
所沢中央

田 中 哲 夫
熊谷

江 崎 浩 史
新所沢

栗 田 喜 行
川越中央

田久保 眞理子
熊谷

松 川 厚 子
和光

國 分 　 学
志木

柴 　 栄 一
所沢中央

國 分 　 学
志木

平 井 　 博
深谷ノース

深 田 順 市
川越中央

福 島 良 浩
熊谷

MPHP

MPHP MPHP MPHP MPHP

MPHP ×5 米山 ×15 米山 ×10 米山 ×4

米山 ×4 米山 ×1

米山 ×1

米山 ×1

米山 ×4

米山 ×7

米山 ×4

米山 ×2

米山 ×3

米山 ×2

米山 ×1

米山 ×1

米山 ×1 米山 ×3
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New Comer 新会員紹介 New Member Introduction

友達をつくろう！
地区テーマ

友達を くくろうう

Let’s make fellows!

　コロナ禍のなか、それぞれのロータリークラブは、創意と工夫を凝らして必死にクラブ活性化の糸口を探っておら

れる状況であると思います。12月に入ると、クリスマス例会について、そもそも開催するのか、家族・子供たちも

参加させて良いのか、どのようなやり方で開催すれば良いのか、など正解のない世界で議論が繰り返されたのではな

いでしょうか。とかく、このような、クラブ内のことに関心が限定されてしまいがちな時期ですが、私の所属する第

2770地区には、引き渡しの式典も含め、リモートによるやり取りだけで、現地への訪問なしに、集中治療室に設置

する医療機器を地区補助金を使ってモンゴルに寄贈したクラブがあります。さいたま大空ロータリークラブという米

山・財団学友が中心メンバーであるクラブです。このクラブが国際性豊かなクラブであったからこそ実現できたとい

う面もあるのかも知れませんが、大いに見習うべきことであると思います。海外の姉妹クラブとの間で、リモートを

使って近況報告をすること、例会の様子を伝え合うことなども意義のあることだと思います。

　会員増強も、人との接触の機会が減っている現在、思うに任せない状況が続いていることと思います。こんなとき

こそ、SNSを活用して、クラブの情報などを地域に積極的に流していくことは重要だと思います。地区バイク同好会

のツーリングの様子やクリスマスプレゼントを配るサンタの姿をYouTubeで流してみたいと思っています。皆様とと

もに、いろいろなアイデアを出し合って、ロータリーの輝きが失われないように活動していきましょう。多様な職種

の人間が集まり、様々なノウハウを持つ我々ロータリアンには、今こそ、期待される役割があるように思います。

　新型コロナウィルスの感染拡大の収束が見えないまま、年末年始にかけ増加傾向の様子を呈し、クラブの例会もな

かなか思うように運営できない状況にあります。

　しかし、今まで経験したことのないコロナ禍の中でも、我がロータリアンは多くの財団の資金を活用し、医療従事

者への支援、又医療機器などを提供し活発な活動を行っていることに敬意を表すると共に、その活動を広く人々に知っ

て頂きたいと考える次第であります。

　さて国際ロータリーにおいては、2016年の規定審議会によってクラブ委員会に「公共イメージ委員会」等の設置

推奨がクラブ定款に記載されることとなりました。実際、ロータリーは一般社会において認知度がまだまだ低く、ど

の様な活動をすれば認知度を上げることができるのかを、かなり絞り込んで地区及び各クラブで考えていかなければ

なりません。今までの所、公共イメージとしてソーシャルメディアへの投稿、ラジオ、テレビ等への働きかけを以前

より活発に進めております。具体的には、ポリオ根絶に対しNHKへの積極的な対応、ロータリアン個々においても、

ボランティア活動を逐一フェイスブック等にアップしたりしております。私としては、玉石混交ではありますがユー

チューブがこれからのアイテムとして説得力があると考えています。

　また、「公共イメージ」を高める方法として一番取り組みやすいのは、世界ポリオデーに因んだイベントや活動を

地区単位、クラブ単位で行なっては如何でしょうか。ロータリアン、ローターアクト、インターアクト、青少年交換

学生、米山奨学生が参加することにより、地域社会の方々に対してもロータリーの認知度も上がります。RIに登録さ

れた世界ポリオデーのイベント数では、ブラジル575件、アメリカ348件、ナイジェリア187件、メキシコ164件、

ベネズエラ157件、日本は14件となっております。まだまだ日本国内におけるポリオの意識がこのように低い現実

を知り、次年度はぜひ世界ポリオデーを活用したイベントの開催を進めて頂きたいと思います。

　今までは他のボランティア組織に比べ、アピールが控えめでも地道に成果を上げれば地域社会での参加者が増えて

きておりましたが、現在は世の中の変化に適応し積極的に発信する事が急務と痛感しております。

　ただ、現在のコロナ感染拡大の最中において行動の制限など閉塞感が拭えませんが、こういう時こそ各クラブにお

いて真剣に考えて頂きたい視点であります。時には、イメージ戦略、マーケット戦略の専門家などのノウハウを見聞

きしながら、コロナが落着いた時にすぐ行動できるように具体的なアイディアを出し合えれば、さらなる進化が待っ

ていることと確信しております。

第１地域　ロータリーコーディネーター補佐　浅水尚伸（越谷南RC）

第１地域 　ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　保延輝文（石岡RC）

氏　　名　高
た か

田
だ

徹
とおる

入会年月日　2020年10月14日

勤 務 先　寄居建設株式会社

役　　職　代表取締役社長

生年月日　昭和43年6月23日

紹 介 者　荻野真仁

寄居

氏　　名　加
か

藤
と う

和
か ず

伸
の ぶ

入会年月日　2020年12月8日

勤 務 先　所沢交通株式会社

役　　職　代表取締役

生年月日　1977年8月8日

紹 介 者　佐藤　薫・日向貴一

所沢

一

氏　　名　佐
さ

藤
と う

かおり
入会年月日　2020年11月1日

勤 務 先　club FACE

役　　職　代表

生年月日　昭和51年5月30日

紹 介 者　水野　淳

深谷ノース

り

氏　　名　溝
み ぞ

田
た

義
よ し

信
の ぶ

入会年月日　2020年12月4日

勤 務 先　株式会社　リード街路灯

役　　職　代表取締役

生年月日　1969年12月12日

紹 介 者　西田善明・田野隆広

熊谷

街路灯

広

氏　　名　松
ま つ

本
も と

悠
ゆ う

希
き

入会年月日　2020年12月3日

勤 務 先　ベルヴィ ザ・グラン

役　　職　マネージャー

生年月日　1989年8月29日

紹 介 者　丸橋　宏

所沢東

ン

謹んで哀悼の意を表し、謹んで哀悼の意を表し、
心からご冥福をお祈り心からご冥福をお祈り
申し上げます。報R.I.P.

訃

Region 1 & 2 & 3

2021年1月号
発行：Region 1& 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーター

NEWS新会 紹介員
New Member Introduction

近藤哲男
◆ご逝去日
　2020年11月29日（享年71歳）
◆ロータリー歴
　2003年12月１日（在籍17年）
◆役職等
　・会員増強副委員長
　・所沢市議会議員 （議会議長）

新所沢

8 9
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会員数 スケジュール
【2020年11月】 【2021年1月・2月】

会員数（人）

年

初

11
月
末
現
在

11
月
入
会
数

11
月
退
会
数

本
年
度
入
会
数

本
年
度
退
会
数

11
月
度
純
増
数

本
年
度
純
増
数

女
性
会
員
11
月
末
数

第
１
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

川 越 95 97 0 0 3 1 0 2 3
東 松 山 21 23 0 0 2 0 0 2 0
小 川 8 8 0 0 0 0 0 0 2
坂 戸 31 32 0 0 1 0 0 1 1
越 生 毛 呂 16 17 0 0 1 0 0 1 1
川越小江戸 13 19 6 0 6 0 6 6 0
川 越 西 19 20 0 0 1 0 0 1 2
鶴 ヶ 島 26 26 0 0 0 0 0 0 2
川 越 中 央 29 29 0 0 0 0 0 0 0
坂戸さつき 20 20 0 0 0 0 0 0 4
東松山むさし 43 43 0 0 0 0 0 0 6
小　計 321 334 6 0 14 1 6 13 21

第
２
グ
ル
ー
プ
（
７
Ｒ
Ｃ
）

朝 霞 25 24 0 0 0 1 0 -1 0
志 木 44 44 0 0 0 0 0 0 2
富 士 見 40 40 0 0 0 0 0 0 0
新 座 27 27 0 0 0 0 0 0 2
和 光 5 5 0 0 0 0 0 0 2
朝霞キャロット 10 10 0 0 0 0 0 0 0
新座こぶし 8 9 0 0 1 0 0 1 2
小　計 159 159 0 0 1 1 0 0 8

第
３
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

入 間 37 37 0 0 0 0 0 0 2
所 沢 58 60 0 0 2 0 0 2 4
飯 能 60 69 0 0 10 1 0 9 1
新 所 沢 22 21 0 1 0 1 -1 -1 2
日 高 16 16 0 0 0 0 0 0 3
所 沢 西 30 31 0 0 1 0 0 1 4
新 狭 山 16 18 0 0 2 0 0 2 0
所 沢 東 42 43 1 1 4 3 0 1 2
入 間 南 41 47 0 0 6 0 0 6 0
所 沢 中 央 21 21 0 0 2 2 0 0 2
狭 山 中 央 23 23 0 0 0 0 0 0 6
小　計 366 386 1 2 27 7 -1 20 26

第
４
グ
ル
ー
プ
（
11
Ｒ
Ｃ
）

深 谷 57 57 0 0 0 0 0 0 11
本 庄 73 76 0 0 4 1 0 3 5
秩 父 49 49 0 0 0 0 0 0 1
寄 居 27 28 0 0 2 1 0 1 0
児 玉 3 3 0 0 0 0 0 0 0
岡 部 15 15 0 0 0 0 0 0 1
深 谷 東 66 67 0 0 1 0 0 1 0
川 本 7 7 0 0 0 0 0 0 0
皆 野・長瀞 11 11 0 0 0 0 0 0 0
本 庄 南 13 13 0 0 3 3 0 0 2
深谷ノース 29 29 0 0 0 0 0 0 1
小　計 350 355 0 0 10 5 0 5 21

第
５
グ
ル
ー
プ
（
10
Ｒ
Ｃ
）

熊 谷 89 90 0 0 1 0 0 1 3
行 田 59 60 0 0 2 1 0 1 5
羽 生 46 46 0 0 0 0 0 0 4
加 須 25 25 0 0 0 0 0 0 1
熊 谷 西 10 9 0 1 0 1 -1 -1 0
行田さくら 51 52 0 0 1 0 0 1 2
熊 谷 東 26 28 0 0 2 0 0 2 2
吹 上 8 8 0 0 0 0 0 0 2
熊 谷 籠 原 27 27 0 0 0 0 0 0 0
熊 谷 南 22 22 0 0 1 1 0 0 3
小　計 363 367 0 1 7 3 -1 4 22

50
Ｒ
Ｃ

男性会員数 1465 1503 7 3 54 16 4 38
女性会員数 94 98 0 0 5 1 0 4
合　計 1559 1601 7 3 59 17 4 42

【今月の表紙】
《雪の樹林》油彩、キャンバス87.0X116.7

1991年　株式会社 AOKI ホールディングス所蔵

ひしめくように連なるカラマツの木々は、画面を突き抜けまっすぐ伸

びる。画面右へと小道が続き、エゾシカの足跡が雪の地面に斑点を作る。

自然が作り出した直線的な造形に、そこに馨らす生命の証を組み合わ

せ、白と黒の世界に叙情性を生み出している。

【出席率】
この度新型コロナ感染防止の為、各クラブ例会の自粛が行われています。また、
2019年の規定審議会により欠席のメークアップが年度内に拡張されました。
以上2つの理由により正確な出席率の報告が非常に困難となっております。従
いまして、今年度の出席率の月信報告はしばらく、お休みさせていただきます。

ガバナー月信　2020-2021年度　Vol.7
2021年1月１日発行

国際ロータリー第2570地区　地区事務所
〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号
　　　　　　　ガーデンホテル紫雲閣
［TEL］ 0493-21-2570　［FAX］ 0493-21-2571
［mail］ d-offi  ce@mail.rid2570.gr.jp
［Web］ https://www.rid2570.gr.jp

［月信原稿送信先］　info2020@rid2570.gr.jp
　　　　　　　　　ガバナー月信編集委員会　八木拓也

日　程 内　　容

１
月 ９日（土）

Ｒ米山記念奨学委員会
選考試験（予定）

２
月

20日（土）

ロータリー財団委員会
第2回オリエンテーション
（第2770地区合同）

23日（火）
第２グループ
Intercity Meeting（予定）

28日（日）
2021-22年度
地区チーム研修セミナー
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